
【施設維持管理経費（公民館）】

事
業
の
現
状
・
課
題

○評価結果

◇公民館施設は、築後30年以上経過している建物で、修繕等に掛かる経費の増大が
　予測できるにもかかわらず、その維持管理に関し中・長期的な計画が無く、場当
　たり的に対処している。

◇平成23年度に実施された事業仕分けにおいて当該施設の運営経費が対象となり、
　その利用料や管理方法に関し、運営のあり方そのものを見直す時期であるという
　意見が出されている。その意見を受けて、施設の利用状況を分析し、運営方法や
　あり方についての検討を進め、利用状況に応じた人員配置や住民ニーズの把握に
　努め、効果的・効率的な運営を行うことを町の方針として決定しているにもかか
　わらず、その実施に真剣に取り組まれていない。

◇委託業務に関し、平成23年度までは随意契約で行っていたものを平成24年度から
　は競争入札に変更しており、一部改善が図られている。

評
価
結
果

事 業 の 方 向 性 抜本的見直し

◇修繕や改修など、建物の維持に関する計画の策定が必要。

◇施設の維持管理の側面からも、公民館のあり方についての検討が必要である。
　すでに実施された「寒川町公民館建て替えに向けたアンケート調査」の結果を利
　活用し、他の公民館についても、そのあり方を徹底的に検討すべきである。また、
　効率的・効果的に運営するためには、指定管理者制度等の導入も視野に入れ、今
　後の運営計画を策定することが必要である。

予 算 額 現行

◇施設の老朽化により、修繕箇所の増加が懸念されるが、計画性を持って取り組む
　ことで、予算の増額を抑えられたい。

◇将来的には、指定管理者制度等の導入により、予算減額を図られたい。
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概要説明書

(単位：千円)

■ 直接実施

■ 委託業務 （委託先： ）

□ 補助金 【 □ 直接 □ 間接 】 （ 補助先： 実施主体： )

□ その他 （ ）

事務事業名 施設維持管理経費 体系コード 33113-02

主管課 寒川町公民館

9,602 11,000

実施方法
(有)バックステージパス、(株)サンエーサンクス、(株)日装　ほか

事業 詳細内容
平成23年度
決算見込額

平成24年度
予算額

需用費

施設運営に必要な需用費の支出に関する
こと 11,269 12,786

283 353

47 62

電球やトイレットペーパーなど消耗
品の管理、購入計画の作成、購入
時の片付けや支出事務

センター自家発燃料購入や搬入、
北部公民館ＬＰガス使用管理や使
用料の支出事務など

電気・水道の使用料の支出事務や
使用料管理表の作成と管理。省エ
ネ対策の実施や報告書の作成な
ど

消耗品費

燃料費

光熱水費

66

1,337 1,371

主な事業の
内容と事業費

436 438

委託料

施設維持管理に必要な委託料の支出に関
すること（消防用設備・防火対象物・警備・
清掃・自動ドア・エレベーター・自家発電・浄
化槽保守点検・空調設備等保守・電気保安
点検・センター舞台維持・吊り物・音響・照明
点検・建物設備法定点検等）

41,760 41,900

役務費

施設運営に必要な役務費の支出に関する
こと

858 886

409 435

13 13

４館合計１０回線ある電話回線の
支出事務。料金が安くなるようにＮ
ＴＴ東日本、ＮＴＴコミュニケーション
ズ等組み合わせを考えながら支出
している。

北部公民館浄化槽法定点検業務
契約事務及び支出事務、点検日
調整や立ち会いなど浄化槽点検事
務

建物火災保険料支出事務、建物
火災保険料算定に必要な床面積
など資料の作成・管理

通信運搬
費

手数料

保険料

消防設備等修繕など修繕の発注、
業者との打合せ。また、修繕必要
箇所の把握と優先順位の決定。予
算化資料の作成や自分たちで直
せる修繕の実施など

修繕料
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概要説明書

(a)

(b)

委託料 41,760 41,900

平成23年度人件費相当額　(算出根拠については、事務事業評価シートを参照) 3,875

その他

グリーンカーテン設置や水やりなど維持管
理業務。利用者が机・イス等必要な備品の
貸出、使用説明、片付けなどの業務。館内
点検、開館準備など日常業務。季節に合わ
せたディスプレイなど来館者が気持ちよく使
えるような館内装飾等業務。

備品購入費 南部実習室用冷蔵庫購入 68 0

事業費計 55,579 57,267

1,116 1,128

負担金補助及び交付金 防火管理者講習会参加負担金 6 0

使用料及び賃借料

各種委託契約の契約書作成など
の事務、委託内容の検討、資料作
成、予算化作業などの事務。委託
事業報告のチェック、立ち会い、
日々の維持管理でのトラブル対応
（落とし物や忘れ物の対応、空調
の使い方の説明や不具合の対応）
点検日の調整や立ち会い業務など

施設保守
点検等委
託料

下水道使用料支出事務

ロビー等にあるテレビのＮＨＫ放送
受信料及びＣＡＴＶ使用料の支出
事務。北部駐車場用地借り上げの契約
事務や借地料の支出事務。

下水道使
用料

テレビ受
信料

土地借り
上げ料

施設運営に必要な使用料及び賃借料の支
出に関すること

1,618 1,695

255 319

247 248

67

特記事項
（事業の沿革等）

町民センターにおいて、平成１５年度に耐震補強工事及びエレベーター設置工事。平成２０年度屋上防水
シート張り直しやホール、トイレに手摺りの設置などを行い利便性の向上を図った。北部公民館において、平
成２０年度耐震補強調査を実施したところ、耐震補強の必要無しとの結果を得た。平成２０年度に４館のアス
ベスト調査を実施し、撤去や補修の必要無しとの結果を得た。また、南北公民館は、防災の一時避難場所に
指定されており、いつでも使えるように維持管理を続ける必要もある。

事業の必要性
（事業規模の縮
小や休廃止した
際の影響等）

町立公民館４館分の必要な消耗品類の購入や電気、水道、ガスなどライフラインの料金支出。電話料金や
火災保険などの支払い、法的にやらなければならない点検や適切に各館を維持するために必要な点検や委
託。憩いの場や緊急時の情報源としても不可欠なテレビ受信料。駐車場の確保のための支出等々。町民に
開放された不特定多数の方が利用する施設として、利便性の維持も含めて必要不可欠な業務や支出であ
る。

町における
類似事業

寒川総合図書館委託料　２１，３３４千円

比較参考値
（他自治体の状
況・ベンチマーク

等）

平成23年度人件費相当額　(算出根拠については、事務事業評価シートを参照) 3,875

本事業に係る費用の計
(a)+(b)

59,454

24年度の状況
と今後の方針

電気料について、蛍光灯の数を減らす、エアコンの設定温度を管理するなど節電に努めて、必要な予算を確
保できたと思うが、東電の料金値上げには対応して折らず、今後予算不足が懸念される。また、各種保守点
検等も法定で定められた点検回数もあり、回数を減らせるものは減らすなどぎりぎりで実施し、これ以上の予
算の節減は難しい。また、各館とも築３０年を超えており、修繕箇所増えている。消防法上改善しなければな
らない箇所や安全に使用できない設備を優先に修繕しているが、町財政の制約から計画な修繕ができない
のが悩みである。
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度男1利用状況☆公民館年度別利用状況               資 料④
主位 (人 )
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《ヒアリング・協議の概要》 

 

(委員長) 本経費にある委託については、メンテナンス等の施設の維持管理に係るものが主 

で、一般競争入札で契約しているが少ないということか？(68～72 ページ資料①) 

(主管館長) そのとおりで、随意契約が大半である。 

(委員長) 随意契約としている理由は？ 

(担当)  50 万円以下の金額の小さいものについては随意契約としている。また、一般競争 

入札を実施するにあたり、4月当初の業者変更では混乱が生じるおそれがあるため、1年間 

の維持管理を 4～6月と 7～3月の 2つに分け、最初の 3か月については随意契約により前 

年度と同一の業者と契約し、引き継ぎ等の時間等に当てているという経緯がある。 

(委員長) 引き継ぎに 3か月も必要か？ 

(事務局) 補足すると、平成 23年 4 月に実施した事業仕分けにおいて、本件について同様の 

指摘があり、平成 24 年度からは、4月からの 1年間分について一般競争入札に改めている。 

(委員長) それでも随意契約が多すぎる。随意契約の条件など、町の基準はどのようになっ 

ているのか？ 

(事務局) 今、詳細まで把握していないので、確認のうえ、後日回答する。 

     〔後日回答〕77 ページのとおり 

(委員長) 正規職員については、催事や教室などの企画運営というソフト面が主の業務とな 

るのか？ 

(主管館長) そのとおりである。 

(委員長) 施設の維持管理については、ソフト面をも含めた全体像から、指定管理制度導入 

の検討が必要であろう。町民センターや各公民館の稼働率は、各部屋ごとに把握している 

のか？ 

(主管館長) 部屋ごとに把握している。 

(委員) 公民館ごとの利用状況(73 ページ資料④)を見ると、利用者が偏っているような感じ 

がするので、利用者の年齢層などを見直すべきでは。町民の施設なので、全体的にうまく 

使えるような工夫が必要だと思う。 

(主管館長) 高齢の方が昼間の時間帯に利用する、という形態が最も多いのが現状である。 

利用者層の偏りや利用率の向上に係る取り組みとしては、利用の少ない若年層に対し、開 

催時間や曜日を工夫した講座の開催等を行っているが、なかなか成果が出ないというのが 

実状である。 

(委員長) 利用状況を見ると、利用団体・利用者ともに減少の傾向にあり、また開館日数も 

減らしているが、館の運営状況をどのように考えているのか。 

(担当) 特に問題は感じていない。開館日数の減少は、特別開館(休館日が祝日に当たる場合 

に、特別に開館するもの)を取りやめたことに起因するが、特別開館日の利用率が著しく悪 

かったために取りやめたという経緯もあり、利用団体・利用者数に影響はないと考える。 

また、利用団体・利用者数の減少については、平成 22 年 4月に老朽化により寒川町公民館 

を移転し、規模を大幅に縮小(寒川小学校内の空き教室 2部屋)したことに起因していると 

考える。 

(委員) 以前の寒川町公民館については、現状放置ではなく、解体や売却について速やかに 

検討してもらいたい。資産運用の面はもちろん、安全面にも問題がある。 

(委員長) 公民館の運営に関し、過去の事業仕分け等において、どのような結論になってい 

るのか？直営ではなく、利用団体や地域住民にその運営を任せるべき、という結論が出さ 

れることが一般的には多いと思うのだが。 

(事務局) そのような結論にはなっていない。 

(担当) 当町の場合は、公民館の規模が比較的大きい。同規模の公民館については直営で行 

っている市町村の方が多いと思う。 
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(委員長) 利用者協議会のようなものはあるのか？また、利用者の満足度調査等は実施して 

いるのか？ 

(主管館長) 利用者の会など各種団体がある。満足度調査については、開催した講座に対す 

るアンケートは行っているが、公民館の利用そのものに係る調査はおこなっていない。 

(委員長) 利用料についてはどのようになっているのか？ 

(主管館長) 寒川町公民館、南部公民館、北部公民館については無料である。 

(事務局) 補足すると、過去の事業仕分けにおいては、利用料や管理方法について、運営の 

あり方そのものを基本的に見直す良い時期ではないか、という意見が出ている。それに対 

する町の方針としては、現在の利用状況を分析し、公民館の運営方法やあり方について検 

討を進め、利用状況に応じた人員配置や住民のニーズの把握に努め効果的・効率的な運営 

をしていく、ということになっている。 

(委員長) その町の方針に基づく検討は行ったのか？ 

(担当) 内部での検討は行っているが、結論や明確な方針は出ていない状態である。 

(委員長) 事業仕分けの実施時期を考えても、現在検討中であるという回答はおかしい。事 

業仕分けは単なるポーズだったのか、ということになる。検討のための会を立ち上げたり、 

町民満足度調査を実施するなどの具体的な対応が無く、裏付けとなる数値も持たない状況 

で、運営に問題がないとするのはいかがなものか。指定管理制度や地域住民による運営を 

視野に入れ、調査の実施・分析、費用の比較、メリット・デメリットの洗い出しなどの具 

体的な検討を行うべきである。その検討の結果、直営がベストだということであれば、説 

明に説得力があるものになる。 

(委員) 平成 24年度予算が前年度に比べて増加している理由は？ 

(主管館長) 最低賃金などの上昇により、委託等の見積額が上がったことによるものである。 

(委員) エレベーター等の設備の管理について、法的に定められた点検等には、町職員の立 

会いのみか？整備の不備は重大な事故に繋がるので、専門的知識を持つ技術職員などが点 

検内容やその実施にまで積極的に関与すべきと考えるが、いかがか。 

(主管館長) 基本的には事務職員の立会いまでになる。電気関係については、専門的知識が 

必要となるため、委託契約の中で常駐技術者を置くこととし、点検を実施している。 

(委員) 各館が築後 30年を超える施設で、今後大規模な修繕が必要になると思われるが、そ 

の実施についてはどのように考えているのか？ 

(主管館長) 最も古い施設である町民センターを筆頭に、順次、大規模改修を実施する必要 

があるが、町の総合計画で後期基本計画の第 2次実施計画(平成 27 年度以降)に位置づけら 

れているため、その時期に行うことになると思われる。 

(委員長) 現状で耐震性は大丈夫なのか？ 

(主管館長) 耐震性については、全館大丈夫である。 

(委員長) 耐震性が大丈夫であるならば、大規模改修の必要があるのか？ 

(担当) 修繕については、電気配線や空調関係の設備が老朽化しているため、大規模に行う 

必要がある。また、町民センターのホールにおいては、照明・音響設備で電波の届きが悪 

くなったり、重量のある照明等を吊っているワイヤーやモーターが劣化するため、交換や 

修繕が必要になる。 

(委員長) 後期基本計画に位置づけられているという説明であったが、詳細・具体な比較検 

討はどこが行うのか？そういった施設の管理や計画を行う課が別にあるのか？例えば、照 

明であれば現状と LED との比較であったり、一括修繕と分割修繕での費用比較や修繕と新 

規購入の費用比較であったり。主管課である皆さんが行うのではないのか？ 

(担当) おっしゃるとおり我々が行う。 

(委員長) であるならば、中・長期的な修繕計画というものは立てていないのか？壊れたら 

直すというような場当たり的な修繕なのか？30年経過した施設・設備であるならば、計画 

的に行わないと無駄な費用がかさむばかりだと思うが。 
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(担当) 現時点では、詳細な計画までは作成しておらず、後期基本計画で位置づけられた実 

施時期までには準備が必要であると考えている。当面は、財政上の問題もあり、壊れたら 

直すという場当たり的な対処となっている。 

(委員) 町職員のみではなく、委託契約の相手方などの専門家に営繕計画を作成させる必要 

がある。電気・機械の設備は人命に関わる問題が発生しかねない。 

(委員長) 後期基本計画での位置づけがあるにしても、現時点での取り組みを検討する余地 

はあると思う。例えば、老朽化した空調設備を新調する・照明を LED に変更することによ 

り、その設置費と電気代の節減額の比較など。場当たり的な修繕ではなく、戦略的に中・ 

長期的な目線での修繕計画が必要だと考える。 
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寒川町の委託契約の概要

1. 条件付き一般競争入札 … 積算金額が１００万円以上の案件であって、次の営業種目

に該当するもの

〈条件付き一般競争入札に該当する営業種目〉

・庁舎等建物又はその敷地の維持管理に必要な清掃の請負

・清掃請負（庁舎外）

・総合建物管理の委託

・建物設備保守管理委託

・警備・受付の委託

・消防設備保守管理委託

・害虫駆除委託

・環境影響調査

・検査業務委託

・催事関係業務委託

・森林整備業務の請負

・樹木保護管理の委託

2. 指名競争入札 … 積算金額が５０万円以上の案件であって、上記1以外のもの

3. 随意契約

⑴ 見積り合わせ … 積算金額が５０万円未満の案件

⑵ 一社随契 … 積算金額が５０万円未満の案件であって、特定業者との契約が必要で

あるもの

（ただし、町長が特に必要と認める場合には、５０万円以上の案件も可）

※ 契約については、原則、総務部総務課契約検査担当にて実施。

ただし、随意契約の一社随契において、法令等により価格が定められている等の交渉

が不可能なものについては、担当課で実施。

※ 1と2の入札については、すべて電子入札システムにて実施。




